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　（１）審議概観

　第161回国会において本特別委員会に付託された法律案はなく、付託された請願７

種類23件は、いずれも保留とした。

〔国政調査等〕

10月27日にイラクにおいて発生した邦人人質事件、また、10月22日及び10月31日に

イラク派遣陸上自衛隊宿営地にロケット弾が着弾したことを踏まえ、11月５日、イラ

クにおける邦人人質事件に関する件について町村外務大臣から、10月22日及び10月31

日のサマーワ宿営地における事案に関する件について大野防衛庁長官から、それぞれ

報告を聴取した後、質疑を行った。

　11月10日、イラク人道復興支援特措法に基づく自衛隊の部隊の活動状況等について

大野防衛庁長官から､最近のイラク情勢について町村外務大臣から、それぞれ報告を

聴取した後、質疑を行った。

　イラク人道復興支援特措法に基づく基本計画における派遣期間が12月14日に期限を

迎えること等を踏まえ、11月26日、イラク情勢と自衛隊の派遣、派遣自衛隊の活動、

自衛隊の派遣期間の延長等について質疑を行った。

　（2）委員会経過

○平成16年10月12日（火）（第１回）

　○特別委員長を選任した後、理事を選任した。



○平成16年11月５日（金）（第２回）

　○政府参考人の出席を求めることを決定した。

　○イラクにおける邦人人質事件に関する件及び10月22日及び10月31日のサマーワ宿営地

　　における事案に関する件について町村外務大臣及び大野防衛庁長官からそれぞれ報告

　　を聴いた後、小泉内閣総理大臣、町村外務大臣、大野防衛庁長官及び政府参考人に対

　　し質疑を行った。

　　・質疑

　　　　〔質疑者〕田村耕太郎君（自民）、大塚耕平君（民主）、遠山清彦君（公明）、緒方

　　　　　　　　靖夫君（共産）、大田昌秀君（社民）

　　・内閣総理大臣に対する質疑

　　　　〔質疑者〕阿部正俊君（自民）、･藤勁君（民主）、遠山清彦君（公明）、緒方靖夫

　　　　　　　　君（共産）、大田昌秀君（社民）　　　　　　　　　　　　　　

○平成16年11月10日（水）（第３回）

　○イラク人道復興支援特措法に基づく自衛隊の部隊の活動状況及び最近のイラク情勢等

　　に関する件について大野防衛庁長官及び町村外務大臣から報告を聴いた後、同長官、

　　同大臣、谷川外務副大臣及び政府参考人に対し質疑を行った。

　　　　〔質疑者〕山本一太君（自民）、平野達男君（民主）、尾立源幸君（民主）、若林秀

　　　　　　　　樹君（民主）、谷合正明君（公明）、緒方靖夫君（共産）、大田昌秀君（社

　　　　　　　　民）

○平成16年11月26日（金）（第４回）

　○イラク情勢と自衛隊の派遣に関する件、派遣自衛隊の活動に関する件、自衛隊の派遣

　　期間の延長に関する件等について小泉内閣総理大臣、町村外務大臣及び大野防衛庁長

　　官に対し質疑を行った。

　　　　〔質疑者〕中川雅治君（自民）、榛葉賀津也君（民主）、若林秀樹君（民主）、荒木

　　　　　　　　清寛君（公明）、緒方靖夫君（共産）、大田昌秀君（社民）

○平成16年12月２日（木）（第5回）

　○請願第３号外22件を審査した。

　○イラクにおける人道復興支援活動及び安全確保支援活動等並びに武力攻撃事態等への

　　対処に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定した。

　○閉会中における委員派遣については委員長に一任することに決定した。




